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第
四
十
六
条
の
四
の
三

財
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
長
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、
定
時
評
議
員
会
を
開
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

理
事
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
い
つ
で
も
臨
時
評
議
員
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

評
議
員
会
に
、
議
長
を
置
く
。

４

理
事
長
は
、
総
評
議
員
の
五
分
の
一
以
上
の
評
議
員
か
ら
評
議
員
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
を
示
し
て
評
議
員
会

の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
請
求
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
評
議
員
の
五
分
の
一
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
寄
附
行
為
で
こ
れ
を
下
回
る
割
合
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

５

評
議
員
会
の
招
集
の
通
知
は
、
そ
の
評
議
員
会
の
日
よ
り
少
な
く
と
も
五
日
前
に
、
そ
の
評
議
員
会
の
目
的
で

あ
る
事
項
を
示
し
、
寄
附
行
為
で
定
め
た
方
法
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
、
決
議
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
六
条
の
四
の
四

評
議
員
会
は
、
総
評
議
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
議
事
を
開
き
、
決
議
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

評
議
員
会
の
議
事
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、出
席
者
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
評
議
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

評
議
員
会
の
決
議
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
評
議
員
は
、
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
六
条
の
四
の
五

理
事
長
は
、
医
療
法
人
が
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
評
議
員
会
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

予
算
の
決
定
又
は
変
更

二

借
入
金
（
当
該
会
計
年
度
内
の
収
入
を
も
つ
て
償
還
す
る
一
時
の
借
入
金
を
除
く
。）の
借
入
れ

三

重
要
な
資
産
の
処
分

四

事
業
計
画
の
決
定
又
は
変
更

五

合
併
及
び
分
割

六

第
五
十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
の
う
ち
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
る
解
散

七

そ
の
他
医
療
法
人
の
業
務
に
関
す
る
重
要
事
項
と
し
て
寄
附
行
為
で
定
め
る
も
の

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
で
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
四
十
六
条
の
四
の
六

評
議
員
会
は
、
医
療
法
人
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状
況
又
は
役
員
の
業
務
執
行
の
状
況

に
つ
い
て
、
役
員
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
、
若
し
く
は
そ
の
諮
問
に
答
え
、
又
は
役
員
か
ら
報
告
を
徴
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

理
事
長
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
決
算
及
び
事
業
の
実
績
を
評
議
員
会
に
報
告
し
、
そ
の
意
見

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
四
の
七

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
九
十
三
条
の
規
定
は
、
医
療
法

人
の
評
議
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
、第
三
項
及
び
第
四
項
第
二
号
中「
法

務
省
令
」
と
あ
る
の
は
、「
厚
生
労
働
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
款

役
員
の
選
任
及
び
解
任

第
四
十
六
条
の
五

医
療
法
人
に
は
、
役
員
と
し
て
、
理
事
三
人
以
上
及
び
監
事
一
人
以
上
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
理
事
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
一
人
又
は
二
人
の
理
事
を
置
け

ば
足
り
る
。

２

社
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
つ
て
選
任
す
る
。

３

財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
は
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
つ
て
選
任
す
る
。

４

医
療
法
人
と
役
員
と
の
関
係
は
、
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
。

５

第
四
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
医
療
法
人
の
役
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

医
療
法
人
は
、
そ
の
開
設
す
る
全
て
の
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
（
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

す
る
病
院
等
を
含
む
。）の
管
理
者
を
理
事
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
医
療
法
人
が
病
院
、
診
療
所

又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
二
以
上
開
設
す
る
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
管

理
者（
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
病
院
等
の
管
理
者
を
除
く
。）の
一
部
を
理
事
に
加
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
本
文
の
理
事
は
、
管
理
者
の
職
を
退
い
た
と
き
は
、
理
事
の
職
を
失
う
も
の
と
す
る
。

８

監
事
は
、
当
該
医
療
法
人
の
理
事
又
は
職
員
を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
。

９

役
員
の
任
期
は
、
二
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
十
六
条
の
五
の
二

社
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
は
、
い
つ
で
も
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
つ
て
解
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
解
任
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
社
団
た
る

医
療
法
人
に
対
し
、
解
任
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
（
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
割
合
）
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
第
一
項
の
社
員
総
会
（
監
事
を
解
任
す
る
場
合
に
限
る
。）の
決
議
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
つ
て
、
そ
の
役

員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
つ
た
と
き
。

二

心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
執
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
と
き
。

５

財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
（
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
寄
附
行
為
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
割
合
）
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
前
項
の
評
議
員
会
（
監
事
を
解
任
す
る
場
合
に
限
る
。）の
決
議
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
六
条
の
五
の
三

こ
の
法
律
又
は
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
で
定
め
た
役
員
の
員
数
が
欠
け
た
場
合
に
は
、

任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
り
退
任
し
た
役
員
は
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
（
次
項
の
一
時
役
員
の
職
務
を
行

う
べ
き
者
を
含
む
。）が
就
任
す
る
ま
で
、
な
お
役
員
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
医
療
法
人
の
業
務
が
遅
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
一
時
役
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

理
事
又
は
監
事
の
う
ち
、
そ
の
定
数
の
五
分
の
一
を
超
え
る
者
が
欠
け
た
と
き
は
、
一
月
以
内
に
補
充
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
五
の
四

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
七
十
二
条
及
び
第
七
十
四
条
（
第

四
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
及
び
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
条
第

三
項
中
「
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
社
員
総
会
の
日
時
及

び
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法

第
七
十
二
条
及
び
第
七
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」

と
、
同
項
中
「
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
評
議
員
会
の
日

時
及
び
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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